
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ア
イ
サ
ー
ド
 
 

『
産
業
立
地
と
空
間
経
済
論
－
産
業
立
地
、
 
 
 

市
場
領
域
、
土
地
使
用
、
通
商
、
都
市
構
造
 
 

に
関
す
る
一
．
般
理
論
』
 
 

植
 
村
 
 
福
 
七
 
 

宅
a
l
t
2
r
 
H
s
a
r
d
‥
L
O
C
a
t
i
O
n
 
a
n
d
 
S
p
a
c
2
・
E
c
O
n
O
m
y
）
 
A
 
 

G
e
n
e
⊇
－
T
訂
O
r
y
 
R
e
－
a
t
i
n
的
t
O
 
i
n
払
u
s
叶
r
i
a
－
ど
c
a
t
i
O
n
〉
 
 

M
誓
打
e
t
 
A
r
e
a
s
〉
L
a
邑
じ
い
e
｝
T
r
a
d
e
〉
a
n
d
 
U
r
b
a
n
 
S
t
r
u
？
 
 

t
u
r
e
・
P
u
b
訝
h
e
n
 
J
O
i
n
t
－
y
 
b
y
 
T
h
e
 
T
e
c
h
n
0
1
0
g
y
 
P
r
e
笠
 
 

O
f
．
M
・
Ⅰ
・
T
小
 
a
n
鉢
J
O
F
n
 
W
i
－
e
y
 
紆
S
O
コ
S
〉
 
I
n
c
．
〉
N
e
w
 
 

Y
O
r
村
〉
－
讐
芦
 
 

目
 
 
次
 
 

一
、
ア
イ
サ
ー
ド
教
授
と
私
 
 

二
、
ア
イ
サ
ー
ド
『
産
業
立
地
と
空
間
経
済
論
』
 
 

】
 
ア
イ
サ
ー
ド
教
授
と
私
 
 

昨
年
十
一
月
四
日
私
の
最
も
親
し
い
友
人
の
一
人
で
あ
る
オ
レ
ゴ
ン
大
 
 

学
経
済
地
魂
学
助
教
授
句
。
r
r
e
S
t
R
・
P
i
｛
t
∽
博
士
か
ら
航
空
供
を
受
取
 
 

書
 
評
 
 

第
三
十
一
巻
 
第
二
号
 
 

っ
た
。
そ
の
一
節
を
引
用
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
 
 
 

（
こ
四
六
）
 
二
四
 
 

H
a
諾
y
O
仁
S
e
2
0
t
b
2
 
完
W
 
b
O
O
k
 
b
y
 
宅
a
－
t
e
r
訂
a
邑
～
 
H
t
蒜
 
 

L
O
C
a
t
j
O
コ
聖
d
S
p
a
c
e
－
E
c
0
1
】
O
m
y
・
P
ロ
b
－
i
s
h
2
d
 
i
n
－
害
の
b
y
宅
i
訂
y
 
 

O
f
2
e
w
Y
O
r
k
－
j
O
i
n
昔
 
w
i
t
h
 
T
e
c
旨
0
1
0
g
y
 
P
蒜
S
S
 
O
f
 
M
」
．
T
．
 
 

Ⅰ
叫
y
O
仁
W
i
〓
r
2
ま
e
w
i
こ
O
r
a
J
a
p
a
n
e
s
e
 
j
O
u
r
畠
－
一
望
乙
w
i
〓
s
e
n
d
 
 

m
e
 
t
h
r
e
e
 
c
O
p
i
e
s
 
O
f
 
t
h
e
 
r
e
5
1
e
w
｛
O
g
e
t
b
e
r
 
w
i
t
b
 
a
 
t
r
a
n
s
l
a
t
i
O
n
 
 

O
f
芸
e
r
2
ま
2
竜
一
I
訂
許
諾
－
訂
ニ
c
a
コ
g
e
－
y
O
u
 
a
昔
2
e
 
C
O
p
y
■
 
 

P
－
e
a
s
2
r
2
p
－
y
 
s
a
y
i
n
g
i
f
 
y
O
u
 
C
a
n
 
計
t
h
i
s
．
a
已
H
 
s
F
a
〓
e
n
d
・
 
 

e
a
言
r
 
t
0
0
b
｛
a
i
n
 
a
 
p
2
r
S
O
巳
c
O
p
y
訂
『
y
O
戸
 
 
 

こ
の
P
i
t
t
s
博
士
と
言
う
人
ほ
六
年
前
岡
山
市
に
ミ
ン
ガ
ン
大
学
日
本
 
 

研
究
所
が
あ
る
時
代
に
ミ
ン
ガ
ン
大
学
の
大
学
院
学
生
と
し
て
日
本
の
農
 
 

村
研
究
の
た
め
当
地
堅
一
年
間
滞
在
し
、
帰
国
後
学
位
を
と
り
現
存
オ
レ
 
 

ゴ
ン
大
学
で
経
済
地
理
を
講
義
し
て
い
る
方
で
あ
る
。
勿
論
私
ほ
P
i
t
t
の
 
 

博
士
か
ら
こ
の
手
紙
を
も
ら
う
前
か
ら
ア
イ
サ
ー
ド
教
授
の
空
間
経
済
由
 
 

論
に
関
す
る
論
文
や
新
著
の
こ
と
は
よ
く
知
っ
て
い
た
。
特
に
ハ
ー
バ
ー
 
 

ド
大
学
雑
誌
ク
オ
ー
タ
リ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
オ
プ
・
イ
コ
ノ
、
＼
＼
ク
ス
に
 
 

発
表
さ
れ
た
三
つ
論
文
に
盛
ら
れ
て
い
る
理
論
は
昭
和
二
九
年
五
月
日
本
 
 

交
通
学
会
雑
誌
拙
稿
『
空
間
経
済
理
論
と
運
賃
の
作
用
』
の
中
で
紳
介
し
 
 

た
。
こ
こ
で
書
評
を
こ
こ
ろ
み
る
彼
の
新
著
『
産
業
立
地
と
空
間
経
済
 
 

論
』
ほ
こ
れ
等
の
論
文
の
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
が
る
。
彼
が
山
九
五
二
 
 

年
に
世
紅
問
う
た
『
原
子
力
ー
経
済
的
並
び
紅
社
会
的
分
析
』
 
A
t
O
ヨ
仙
c
 
 

P
O
W
e
r
｝
A
m
E
c
O
n
O
邑
c
a
已
S
O
C
i
a
－
A
n
a
首
s
i
s
■
－
誤
N
ほ
拙
著
『
原
 
 

子
力
経
経
学
』
の
序
文
で
述
べ
た
如
く
私
の
原
子
力
経
済
研
究
の
動
機
と
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な
っ
た
。
 
 
 

ア
イ
サ
ー
ド
教
授
は
A
l
ま
○
芦
昌
a
崇
e
n
教
授
の
弟
子
で
ハ
ー
バ
ー
 
 

ド
大
学
及
び
マ
サ
チ
エ
セ
ツ
工
業
大
学
で
講
義
を
し
て
い
た
が
、
今
回
私
 
 

の
恩
師
ウ
イ
ル
ソ
ン
教
授
亡
き
後
ぺ
ン
ジ
ル
ペ
ニ
ニ
ヤ
大
学
に
迎
え
ら
れ
 
 

た
の
ほ
尽
き
せ
ぬ
経
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

そ
の
後
原
子
力
経
消
の
研
究
や
体
の
不
調
等
の
た
め
ア
イ
サ
ー
ド
教
授
 
 

の
新
著
『
産
業
立
地
と
空
間
経
済
』
 
を
瀕
し
く
傾
く
機
会
が
な
か
っ
た
 
 

が
、
三
月
二
十
五
日
P
i
t
t
s
博
士
よ
り
拙
著
『
原
子
力
経
済
学
』
の
書
評
 
 

な
地
理
評
論
誌
 
（
T
訂
G
e
O
讐
a
p
訂
c
巴
R
e
5
e
W
）
 
に
掲
載
し
た
い
希
望
 
 

と
共
に
ア
イ
サ
ー
ド
教
授
の
新
著
の
書
評
を
催
促
す
る
次
の
劇
文
を
受
取
 
 

っ
。
 
 
 

嵩
O
W
－
S
 
t
訂
 
r
e
く
i
e
宅
 
p
r
O
g
詔
S
S
i
コ
g
 
O
n
 
t
b
e
 
H
s
a
r
d
 
b
0
0
界
～
 
i
鴫
 
 

y
O
仁
呵
n
e
宅
b
0
0
k
 
O
n
 
E
c
O
冒
邑
c
s
 
O
f
2
u
c
一
e
a
r
E
n
e
r
∞
y
訂
s
 
b
e
e
n
 
 

苫
b
仙
i
s
g
d
∵
s
叫
t
 
p
O
S
S
i
げ
ー
e
 
f
O
r
ヨ
e
だ
）
m
e
t
 
a
 
C
O
p
y
 
f
宍
r
e
ヨ
e
宇
 
 

i
点
i
5
t
【
】
i
s
 
c
O
ロ
n
｛
r
旬
り
H
 
a
ヨ
S
宍
e
 
I
 
c
O
已
d
 
g
e
t
 
a
 
r
e
ま
e
w
 
p
u
b
・
 
 

ご
s
b
e
d
 
i
ロ
t
訂
G
e
O
恥
r
壱
岬
】
i
c
a
叫
河
e
ヨ
e
各
．
 
 
 

以
上
の
訳
で
私
が
こ
こ
に
ア
イ
オ
ー
ト
教
茂
の
新
著
「
産
業
甘
地
と
空
 
 

間
経
済
論
」
の
書
評
な
試
み
た
次
第
で
あ
る
。
 
 

エ
 
ア
イ
サ
ー
ド
『
産
業
立
地
と
空
間
経
済
論
』
 
 

ア
イ
サ
ー
ド
教
授
の
新
著
『
産
業
立
地
と
空
間
経
済
論
1
産
業
立
地
、
 
 

苗
場
領
域
、
土
地
使
用
、
通
商
、
都
市
構
造
痘
関
す
る
一
般
理
論
』
ほ
彼
 
 

が
か
つ
て
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
機
関
雑
誌
ク
ク
オ
ー
タ
リ
ー
・
ジ
ャ
ナ
ル
・
 
 

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ア
イ
サ
ト
恕
㌍
Ⅶ
艶
瀾
開
脚
鮎
発
細
、
扁
朗
甜
甥
、
 
 
（
二
窯
＝
蒜
 
 
 

ま
ず
ア
イ
少
－
ド
教
授
は
「
第
二
黄
塵
業
立
地
と
空
間
経
済
に
つ
い
て
 
 

の
若
干
の
山
般
痙
論
」
匿
お
い
て
経
済
理
論
の
空
間
的
研
究
の
重
要
説
を
 
 

主
張
し
て
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
マ
ー
シ
ャ
ル
ほ
経
済
理
論
の
動
態
的
 
 

研
究
の
重
要
性
を
強
調
し
『
問
題
の
困
難
性
は
主
と
し
て
空
間
の
広
さ
と
 
 

問
題
の
市
場
が
ひ
き
の
ば
し
て
い
る
時
間
の
長
さ
に
お
け
る
変
数
に
依
存
 
 

オ
ブ
・
イ
コ
ノ
、
、
＼
ク
ス
に
発
表
し
た
三
つ
の
論
文
1
1
T
b
e
 
G
e
完
r
a
l
 
 

T
b
e
O
r
y
 
O
f
 
r
O
C
a
t
i
O
ヨ
a
n
d
 
S
p
a
c
e
・
E
c
O
n
O
m
y
．
2
0
戸
－
盟
や
 
D
i
s
・
 
 

｛
a
コ
C
e
 
I
n
p
u
t
s
 
a
n
d
 
t
b
e
 
S
p
a
c
e
・
E
c
O
n
O
m
y
｝
 
P
a
r
t
 
l
小
M
a
y
｝
－
誤
－
－
 
 

D
i
s
t
a
宍
e
：
O
p
u
t
0
0
a
n
d
 
t
b
e
S
p
a
c
e
由
c
O
n
O
m
y
－
P
駕
t
肖
V
 
A
u
g
．
 
 

－
笥
－
・
旺
盛
ら
れ
て
い
る
理
論
の
艶
展
、
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
構
成
ほ
次
の
十
〓
軍
三
五
〇
頁
か
ら
な
っ
て
い
る
。
 
 

序
 
文
 
 

第
〓
革
 
 

第
二
章
 
 

第
三
茸
 
 

第
四
嚢
 
 

算
五
黄
 
 

第
六
資
 
 

質
七
茸
 
 

第
八
童
 
 

第
九
茸
 
 

第
十
章
 
 

第
十
二
軍
 
 序

論
 
産
業
立
地
と
地
域
間
題
の
提
起
 
 

産
業
立
地
と
空
間
経
済
に
つ
い
て
の
若
干
の
山
般
理
論
 
 

空
間
経
済
に
つ
い
て
の
若
干
の
経
済
的
法
則
性
 
 

輸
送
投
入
鼠
と
関
連
あ
る
空
間
概
念
 
 

企
業
の
地
域
均
衡
1
輸
送
志
向
 
 

企
菜
の
地
域
均
衡
・
1
労
働
及
び
そ
の
他
の
志
向
 
 

市
場
及
び
供
給
領
域
分
析
と
競
争
的
地
域
均
衡
 
 

集
積
分
析
と
農
業
立
地
論
 
 

産
業
立
地
と
貿
易
理
論
の
若
干
の
基
本
的
相
互
関
係
 
 

岬
般
産
業
立
地
理
論
の
態
様
－
数
学
的
公
式
 
 
 

部
分
的
グ
ラ
フ
に
よ
る
解
合
と
要
約
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第
三
十
一
巻
 
第
二
号
 
 

し
て
い
る
。
し
か
し
時
間
の
影
響
ほ
空
間
の
そ
れ
よ
り
も
本
質
的
で
あ
 
 

る
』
と
述
べ
て
い
る
。
（
A
－
f
蒜
d
 
M
a
r
各
a
戸
 
P
r
i
n
c
旦
e
s
 
O
f
 
E
c
O
g
・
 
 

m
i
c
ひ
｝
讐
b
 
e
d
・
∵
忘
安
㌣
 
」
予
定
∵
㍗
－
）
そ
の
後
半
世
紀
の
問
彼
の
追
従
 
 

者
は
彼
等
の
分
析
に
専
ら
瞳
問
的
要
素
を
導
入
す
る
こ
と
に
専
念
し
て
き
 
 

た
。
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
誰
れ
が
経
済
的
発
展
の
空
間
的
様
相
を
否
定
で
き
る
で
 
 

あ
ら
う
か
。
又
す
べ
て
仏
経
済
活
動
が
時
間
と
同
様
に
空
間
の
中
で
行
わ
 
 

れ
て
い
る
こ
と
を
誰
れ
が
否
定
で
き
る
で
あ
ら
う
か
。
現
実
に
は
時
間
も
 
 

空
間
も
経
済
理
論
に
お
い
て
考
慮
す
べ
き
本
質
的
要
素
で
な
け
れ
ば
な
ら
 
 

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
不
幸
に
し
て
独
占
的
競
争
理
論
派
特
に
チ
エ
ン
パ
 
 

リ
ン
を
除
い
て
ほ
殆
ん
ど
す
ぺ
て
の
も
の
が
マ
ー
シ
ャ
ル
的
偏
見
紅
お
ち
 
 

い
っ
て
い
る
。
（
E
．
声
C
b
a
ヨ
b
芦
n
－
T
b
e
 
T
h
e
O
r
y
 
O
f
 
M
O
n
O
p
O
－
賢
i
c
 
 

C
O
m
p
e
t
i
t
i
O
n
｝
－
欝
∽
a
n
d
【
計
d
O
C
t
O
r
a
－
d
i
s
s
e
r
什
a
t
i
O
コ
．
－
り
N
↓
）
 
 
 

か
く
の
如
く
多
く
の
学
者
は
時
間
的
解
明
に
の
み
専
念
し
て
空
間
的
考
 
 

慮
ほ
全
く
顧
り
み
な
か
っ
た
。
即
ち
、
ヒ
ッ
ク
ス
、
モ
ザ
ァ
ク
、
ラ
ン
グ
、
 
 

サ
、
、
、
ユ
エ
ル
ソ
ン
連
は
す
べ
て
の
生
産
要
紫
と
生
産
者
、
商
品
と
消
費
者
 
 

が
一
点
に
凝
結
し
て
い
る
O
n
e
 
p
O
i
n
t
e
c
O
n
O
m
y
を
論
じ
て
き
た
。
そ
 
 

の
中
で
も
ヒ
ッ
ク
ス
教
授
ほ
初
め
空
間
に
関
し
て
含
蓄
あ
る
態
度
で
問
題
 
 

の
分
析
を
始
め
た
。
即
ち
彼
ほ
『
経
済
理
論
が
取
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い
問
 
 

題
の
多
く
ほ
研
究
し
て
み
る
と
市
場
間
の
相
互
関
係
の
問
題
で
あ
る
こ
と
 
 

が
判
明
す
る
。
か
く
し
て
国
際
貿
易
の
も
つ
複
雑
な
問
題
は
輸
出
入
商
品
 
 

の
苗
場
と
資
本
市
場
と
の
相
互
関
係
を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
等
の
著
者
 
 

（
ワ
ル
ラ
ス
や
パ
レ
ー
ト
や
ウ
ィ
ク
セ
ル
等
）
が
大
成
し
た
一
般
均
衡
理
 
 

（
二
四
八
）
一
山
六
 
 

論
の
方
法
は
市
場
相
互
関
係
の
後
雑
な
る
雛
形
の
形
態
に
お
い
て
全
体
の
 
 

経
済
構
造
を
展
示
し
よ
う
と
特
に
意
図
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
 
 

の
仕
事
は
ど
う
し
て
も
彼
等
の
伝
統
に
従
い
、
彼
等
の
仕
事
の
継
続
で
あ
 
 

る
外
は
な
い
。
』
と
述
べ
て
い
る
。
（
ヒ
ッ
ク
ス
「
価
値
と
資
本
」
第
二
－
 
 

三
頁
）
 
 
 

し
か
し
ヒ
ッ
ク
ス
ほ
市
場
を
完
全
で
あ
る
と
し
且
つ
市
場
を
通
じ
て
唯
 
 

仙
の
価
格
が
支
配
す
る
と
仮
定
し
た
。
換
言
す
れ
ば
彼
は
市
場
内
に
お
け
 
 

る
運
送
幾
用
や
そ
の
他
の
移
動
に
関
す
る
費
用
ほ
零
で
あ
る
と
仮
定
し
 
 

た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
空
隙
的
要
素
は
排
除
せ
ら
れ
経
済
内
部
の
す
ペ
 
 

て
の
も
の
ほ
山
点
に
圧
縮
せ
ら
れ
、
す
べ
て
の
空
間
的
抵
抗
は
消
失
し
た
 
 

の
で
あ
る
。
 
 
 

わ
れ
わ
れ
ほ
す
べ
て
の
経
済
要
素
1
全
体
的
に
も
原
子
的
に
も
ー
の
相
 
 

互
関
係
及
び
相
互
依
存
性
の
み
な
ら
ず
、
相
互
に
関
連
す
る
経
済
過
程
の
 
 

時
間
的
性
格
と
同
様
に
空
間
的
性
格
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
 

い
。
こ
の
点
ア
イ
サ
ー
ド
教
授
ほ
『
立
地
理
論
即
ち
空
間
経
済
理
論
こ
そ
 
 

経
済
を
そ
の
全
体
性
紅
お
い
て
認
識
す
る
も
の
で
あ
る
』
と
信
ず
る
。
か
 
 

か
る
考
慮
の
下
に
お
い
て
ほ
ヒ
ッ
ク
ス
の
山
般
均
衡
理
論
ほ
立
地
理
論
即
 
 

ち
空
間
経
済
理
論
の
山
特
殊
研
究
に
す
ぎ
な
い
。
な
ん
と
な
れ
ば
彼
の
理
 
 

論
は
生
産
要
素
及
び
商
品
の
非
移
動
性
即
ち
空
間
的
不
弾
力
性
（
s
p
a
c
i
a
l
 
 

i
。
巴
a
s
t
i
c
i
t
i
e
s
）
を
前
提
と
し
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

っ
つ
い
て
ア
イ
サ
ー
ド
教
授
ほ
空
間
経
済
理
論
の
理
論
的
発
展
を
チ
エ
 
 

ー
ネ
ン
、
ク
エ
バ
ー
、
プ
レ
ー
デ
ル
、
プ
ア
イ
ン
グ
マ
ン
、
パ
ラ
ン
ダ
ー
 
 

ロ
ッ
レ
コ
、
オ
ー
リ
ン
等
に
つ
い
て
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
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即
ち
立
地
理
論
の
第
脚
の
試
み
ほ
ア
ル
フ
レ
ド
・
ク
エ
パ
ー
の
昏
e
r
 
 

d
e
n
 
s
t
a
n
d
O
r
什
 
d
e
r
 
H
已
宏
t
r
i
e
n
 
（
T
き
i
n
g
e
n
■
－
害
ゆ
■
 
E
n
g
訝
蓼
 
 

什
r
a
n
s
訂
t
i
O
n
 
a
n
d
 
n
O
t
e
S
 
b
y
C
a
r
－
J
．
句
r
i
e
d
r
i
c
h
－
A
－
叫
r
e
d
 
W
e
b
e
ぺ
ー
s
 
 

T
b
e
O
巧
y
 
O
f
 
t
h
e
ど
c
a
t
i
O
n
O
叫
H
n
d
u
s
t
r
i
e
s
｝
C
b
i
c
a
g
〇
一
忘
N
望
の
第
 
 

七
茸
冨
a
n
u
f
a
c
叶
彗
i
品
ど
d
u
s
｛
r
y
 
w
i
t
訂
ロ
t
h
e
 
E
c
O
n
O
m
i
c
 
S
y
s
t
e
m
 
 

で
あ
る
。
ク
ェ
バ
ー
の
先
駆
者
と
し
て
ほ
チ
㌧
－
ネ
ン
と
ラ
ク
ン
ハ
ル
ト
 
 

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
チ
エ
ー
ネ
ン
は
彼
の
C
已
T
e
ご
O
W
経
営
上
 
 

に
お
け
る
経
験
が
彼
の
抽
象
理
論
の
一
般
化
な
制
限
し
た
よ
う
に
見
ら
れ
 
 

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
も
拘
ほ
ら
ず
仙
般
立
地
問
題
並
び
に
特
殊
 
 

問
題
の
分
析
に
お
け
る
基
本
的
方
法
論
な
発
達
さ
せ
る
素
因
智
彼
の
労
作
 
 

中
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
T
冨
n
e
－
］
〉
D
e
：
S
。
－
i
e
r
訂
S
t
a
a
ニ
n
 
 

囲
の
Z
叫
e
h
喜
的
a
u
f
 
L
a
n
d
w
i
r
什
s
c
訂
叫
t
 
u
n
d
2
a
t
叫
○
志
】
○
誓
n
O
m
浄
 
 

－
∞
N
e
ラ
ワ
ン
ハ
ル
ト
の
産
幾
せ
地
及
び
苗
場
の
面
積
に
関
す
る
研
究
は
 
 

チ
ュ
ー
ネ
ン
の
孤
立
国
家
の
研
究
よ
り
も
構
想
が
狭
く
且
つ
彼
の
分
析
を
 
 

充
分
に
山
般
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
 
 
 

ク
エ
バ
ー
の
立
地
理
論
は
疑
い
も
な
く
ロ
ッ
シ
ヤ
や
シ
ェ
フ
レ
の
影
響
 
 

を
受
け
て
い
る
が
、
彼
の
方
法
論
は
彼
独
自
の
方
法
で
最
初
一
つ
の
未
開
 
 

国
を
韻
有
し
、
こ
れ
に
孤
立
的
経
済
制
度
を
樹
立
す
る
と
せ
に
作
用
す
る
 
 

経
済
的
諸
要
素
を
研
究
泣
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

ク
ェ
バ
ー
の
著
作
が
発
表
せ
ら
れ
て
ま
も
な
く
ボ
ル
ト
キ
ー
ウ
イ
ッ
ツ
 
 

や
シ
ュ
ム
ぺ
一
夕
ー
は
部
分
的
立
地
理
論
を
補
足
す
る
た
め
｛
般
均
衡
分
 
 

析
の
必
要
性
を
認
め
た
。
ず
っ
と
あ
と
に
な
？
て
エ
ソ
グ
レ
ソ
ダ
ー
は
産
 
 

落
立
地
の
仙
般
理
論
に
つ
い
て
多
く
の
示
唆
を
与
え
た
。
彼
紅
よ
る
と
立
 
 

（
二
田
九
）
三
七
 
 
 

ワ
ォ
″
ク
ー
・
ア
イ
サ
ー
ド
恕
欝
Ⅶ
鮎
瀾
難
船
鮎
発
摘
、
㌫
詔
甥
、
 
 

地
理
論
ほ
山
つ
の
経
済
内
の
「
立
地
条
件
」
の
一
般
理
論
で
あ
る
。
如
何
 
 

な
る
企
巣
家
も
生
産
地
を
選
択
す
る
に
当
っ
て
彼
が
用
い
る
諸
原
料
に
対
 
 

す
る
種
々
な
土
地
の
種
々
な
供
給
価
格
を
考
慮
に
入
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

最
後
に
扱
が
あ
る
地
点
に
立
地
し
た
場
合
、
今
度
ほ
彼
が
種
々
な
原
料
及
 
 

び
製
品
の
価
格
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
か
く
相
互
に
関
連
す
る
こ
と
に
よ
っ
 
 

て
価
格
の
地
域
的
変
差
の
雛
形
及
び
経
済
活
動
の
立
地
は
同
時
紅
「
立
地
 
 

条
件
」
の
仙
般
理
論
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
と
説
い
て
い
る
。
（
O
s
k
a
r
 
 

E
n
聖
賢
d
e
r
）
只
旨
i
s
c
訂
s
喜
d
P
O
S
琵
く
e
∽
Z
ロ
e
i
n
e
r
 
a
－
1
e
g
e
m
e
i
コ
e
n
 
 

r
e
首
e
n
 
L
e
琵
e
く
O
m
 
S
t
a
n
d
O
r
什
）
 
N
e
i
t
s
c
h
ユ
f
t
 
f
賢
く
○
芽
s
w
i
r
t
s
c
h
・
 
 

a
諾
u
n
d
 
S
O
已
a
－
p
O
≡
i
打
）
 
く
0
1
一
く
．
2
0
S
●
 
ヤ
1
汐
－
結
m
）
エ
ソ
グ
レ
 
 

ソ
ダ
の
著
書
の
や
や
前
に
プ
レ
デ
ー
ル
の
産
業
立
地
論
が
発
表
さ
れ
て
い
 
 

る
。
彼
ほ
代
替
性
の
原
理
を
用
い
で
二
般
均
衡
理
論
を
立
地
理
論
に
組
織
 
 

的
に
適
用
し
た
。
し
か
し
彼
は
ワ
ル
ラ
ス
、
パ
レ
ー
ト
、
カ
ッ
セ
ル
等
の
 
 

理
論
を
そ
れ
以
上
展
開
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
（
P
r
監
O
h
－
u
 
 

D
a
の
S
t
a
n
d
C
r
言
r
O
b
訂
m
 
i
n
 
d
e
r
宅
i
ユ
s
c
冨
f
t
s
t
訂
O
r
i
e
〉
－
篭
∽
）
 
 
 

次
に
プ
ア
イ
グ
マ
ン
ほ
経
済
過
程
の
空
間
的
構
造
、
市
場
の
寧
蘭
的
拡
 
 

が
り
及
び
範
囲
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
経
済
的
鼠
の
空
間
的
相
互
関
係
を
も
 
 

つ
現
実
的
理
論
に
対
す
る
基
礎
的
条
件
を
定
理
づ
け
ん
と
し
た
。
彼
が
樹
 
 

立
し
た
欝
⊥
の
定
理
ほ
空
間
経
済
理
論
は
不
完
全
競
争
理
論
で
あ
る
と
言
 
 

う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
事
実
上
す
べ
て
の
生
産
要
素
及
び
商
品
ほ
そ
の
位
 
 

置
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
方
向
に
向
っ
て
非
移
動
性
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
 
 

し
て
移
動
に
対
す
る
障
害
－
経
済
的
、
社
会
的
、
政
治
的
、
文
化
的
を
問
 
 

わ
ず
ー
の
た
め
、
市
場
は
こ
の
広
さ
に
お
い
て
制
限
を
受
け
る
。
如
何
な
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第
三
十
一
巻
 
第
二
号
 
 

る
生
産
要
素
も
商
品
も
他
の
地
点
に
お
け
る
生
産
要
素
及
び
商
品
に
対
す
 
 

る
競
争
ほ
不
完
全
で
あ
る
。
物
理
的
空
間
の
存
在
ほ
物
の
非
移
動
性
、
制
 
 

限
的
競
争
及
び
空
間
的
不
弾
力
性
を
意
味
す
る
。
か
く
て
彼
は
一
般
に
考
 
 

え
ら
れ
て
い
る
完
全
競
争
理
論
ほ
空
間
的
経
済
過
程
の
分
析
に
は
適
用
不
 
 

可
能
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
（
昌
a
n
s
 
W
e
i
g
m
a
デ
ー
d
e
e
コ
N
亡
e
i
n
e
r
 
 

T
h
e
O
r
i
e
 
d
e
h
 
R
a
u
m
w
i
r
訂
c
ぎ
f
t
〉
尋
e
冒
w
－
A
r
c
h
i
く
．
∽
A
 
B
d
s
．
∽
）
 
 
 

次
に
レ
ッ
シ
ュ
ほ
経
済
要
素
の
乱
雑
な
空
間
的
相
互
関
係
の
部
分
的
分
 
 

析
や
単
な
る
認
識
紅
と
ど
ま
ら
ず
、
山
道
の
基
本
的
方
程
式
を
通
じ
て
独
 
 

＋
 
 
最
後
に
ア
イ
サ
ー
ド
教
授
は
『
わ
れ
わ
れ
ほ
経
済
活
動
が
時
間
と
空
間
 
 

占
的
競
争
の
下
に
お
け
る
空
間
経
済
の
高
度
に
簡
素
化
さ
れ
た
静
腰
的
雛
 
 

形
を
あ
ら
わ
さ
ん
と
し
た
。
（
A
u
g
u
s
t
 
L
α
s
c
ぎ
 
D
訂
r
a
彗
已
i
c
b
e
 
O
r
・
 
 

d
n
仁
n
g
 
d
e
r
萄
i
r
什
s
c
h
a
f
什
〉
 
p
p
L
㌫
「
⊥
芯
）
 
 

と
の
拡
が
り
に
お
い
て
行
わ
れ
る
と
い
う
明
白
な
事
実
を
認
め
な
け
れ
ば
 
 

な
ら
た
い
。
』
と
説
き
、
彼
独
白
の
立
地
理
論
を
展
開
し
た
。
即
ち
彼
は
経
 
 

済
の
複
雑
な
る
空
間
的
関
係
を
表
示
す
る
た
め
距
離
投
入
鼠
 
盲
s
t
a
n
c
e
 
 

旨
p
u
t
s
）
な
る
概
念
を
用
い
た
。
彼
は
距
離
投
入
盟
を
単
位
重
鼠
が
単
位
 
 

距
離
移
動
す
る
即
ち
屯
粁
で
表
示
で
き
る
こ
と
に
し
た
。
換
言
す
れ
ほ
距
 
 

離
投
入
量
は
空
間
を
移
劫
す
る
場
合
起
る
抵
抗
を
克
服
す
る
た
め
に
必
要
 
 

と
せ
ら
れ
る
努
力
及
び
そ
の
他
の
要
素
用
役
窒
一
己
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
 
 

て
距
離
投
入
m
毘
に
対
す
る
反
対
給
付
即
ち
価
格
が
運
賃
で
あ
る
と
言
う
考
 
 

え
方
を
と
る
。
彼
ほ
距
離
投
入
罷
と
資
本
財
投
入
鼠
と
の
類
似
性
を
指
摘
 
 

し
て
、
生
産
期
間
、
時
間
の
割
引
、
時
間
的
選
好
に
対
し
て
生
産
の
車
間
 
 

範
凶
、
空
間
の
割
引
、
空
間
的
遥
好
の
概
念
を
以
っ
て
説
明
す
る
。
即
ら
 
 

（
二
五
〇
）
一
一
八
 
 

空
間
の
割
引
が
運
賃
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

次
に
ア
イ
サ
ー
ド
教
授
ほ
国
際
貿
易
理
論
と
空
間
経
済
理
論
の
関
係
を
 
 

み
て
い
る
。
古
典
的
貿
易
理
論
は
二
国
二
財
を
仮
定
し
不
変
の
生
産
費
即
 
 

ら
生
産
宙
正
閏
係
な
く
生
産
盈
を
同
山
と
し
、
国
際
間
の
運
送
費
不
要
の
 
 

仮
定
の
下
に
説
か
れ
て
い
る
。
古
く
山
九
二
年
ウ
エ
ー
バ
ー
ほ
古
典
 
 

的
貿
易
理
論
が
空
間
を
克
服
す
る
運
送
費
を
完
全
に
無
視
し
て
い
る
こ
 
 

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
（
A
．
W
e
b
e
r
〉
 
D
i
e
 
S
t
a
n
d
O
r
t
巴
e
雷
e
∈
n
d
 
d
i
e
 
 

H
a
ロ
d
e
首
○
≡
i
k
】
 
A
r
c
賢
く
f
琵
S
O
Z
i
a
－
w
i
s
s
e
n
s
c
b
a
f
t
 
u
n
d
 
S
O
Z
i
a
T
 
 

琶
－
i
t
i
k
｝
河
出
河
戸
M
a
y
・
－
讐
－
－
p
p
・
票
↓
事
∞
0
0
）
又
ユ
ン
グ
レ
ン
ダ
や
 
 

リ
ッ
チ
ル
や
グ
イ
グ
マ
シ
は
貿
易
理
論
と
立
地
理
論
と
の
相
互
関
連
性
を
 
 

強
調
し
た
、
特
に
グ
イ
グ
マ
ン
が
古
典
的
貿
易
理
論
の
修
正
の
必
要
か
ら
 
 

空
間
経
済
理
論
を
主
張
し
た
の
ほ
正
し
い
。
モ
ザ
ア
ク
の
「
国
際
貿
易
の
 
 

山
般
均
衡
理
論
」
ほ
ヒ
ッ
ク
ス
理
論
を
国
際
貿
易
に
適
用
し
た
も
の
で
、
 
 

空
間
的
考
慮
を
拡
っ
て
い
な
い
。
国
際
貿
易
理
論
と
立
地
理
論
の
同
山
性
 
 

を
強
く
主
張
し
た
の
は
オ
ー
リ
ン
で
あ
っ
た
。
彼
は
そ
の
著
「
地
域
間
及
 
 

び
国
際
間
貿
易
論
」
に
お
い
て
、
彼
の
研
究
目
的
に
つ
い
て
『
国
際
貿
易
 
 

理
論
は
立
地
理
論
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
立
証
し
、
且
つ
国
際
貿
易
 
 

理
論
に
対
す
る
一
つ
の
背
景
を
な
す
理
論
 
－
 
そ
こ
に
お
い
て
一
国
内
に
 
 

お
け
る
生
産
要
素
の
供
給
及
び
運
送
費
の
地
域
的
相
異
が
正
し
く
考
慮
せ
 
 

ら
れ
て
い
る
・
－
 
の
輔
導
原
理
を
策
定
す
る
に
あ
る
』
と
述
べ
て
い
る
。
 
 

（
O
h
－
i
n
河
．
1
已
e
笥
e
g
i
O
n
a
－
a
n
d
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
O
n
a
－
T
r
a
d
e
．
－
¢
誓
．
p
．
 
 

可
）
し
か
し
オ
ー
リ
ン
の
二
般
立
地
理
論
は
脆
阻
で
、
彼
の
地
域
貿
易
理
 
 

論
を
特
長
づ
け
る
体
系
的
分
析
を
成
し
遂
げ
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
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こ
の
点
ア
イ
サ
ー
ド
教
授
は
次
の
如
く
主
張
す
る
。
『
一
般
立
地
理
論
 
 

即
ち
空
間
経
済
理
論
ほ
原
料
及
び
製
品
の
地
性
的
分
布
並
び
に
価
格
及
び
 
 

生
産
原
価
の
地
理
的
変
動
に
充
分
注
意
を
拓
い
、
経
済
活
動
の
空
間
的
整
 
 

列
を
取
扱
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
般
均
衡
理
論
ほ
こ
の
理
論
の
一
特
 
 

殊
研
究
で
あ
る
じ
な
ん
と
な
れ
は
一
般
均
衡
理
論
に
お
い
て
ほ
運
送
費
は
 
 

零
で
あ
り
、
臆
料
も
製
品
も
完
全
に
移
動
が
自
由
で
あ
る
と
仮
定
す
る
か
 
 

ら
で
あ
る
。
』
又
国
際
貿
易
理
論
も
空
閲
経
済
理
論
の
一
研
究
で
あ
る
と
 
 

説
く
。
即
ち
国
際
分
業
は
地
理
的
分
来
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
の
地
理
的
分
 
 

業
の
現
象
ほ
経
済
法
動
の
地
域
的
分
布
の
現
象
に
は
か
な
ら
な
い
の
で
あ
 
 

っ
て
、
そ
の
支
配
原
理
ほ
立
地
理
論
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
国
際
 
 

貿
易
理
論
は
空
間
経
済
理
論
と
同
意
義
で
あ
る
。
 
 

以
 
上
 
 

（
二
五
こ
 
二
九
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